
兵庫県大学図書館協議会研究会 

講演『図書館空間をつくる：利用者を引きつける空間づくり』 

平成２２年１１月３０日（火） 

 

［はじめに］ 

“人を引きつける”とは？-------プラス要素とマイナス要素 
 

［掲示物を考える］ 

Ⅰ，行動を起こす前に、その目的を考える 

1)「なぜ、それを掲示するのですか？」 
 まずは根本的な問いかけから始める。 

2)「一番シンプルな答えはなんですか？」 
   行動を起こす一番の目的は何かを認識する。 

   例１：伝えたい情報があるのです。 

      例２：壁ががらんとしていることが気になるのです。 
 

Ⅱ，行動を起こす前の、さらにもう一歩 

  1)目的を分析する 
   例１の目的＝情報を伝える→誰に伝える？→伝わるにはどうすればよいか？ 

例２の目的＝壁を飾る→貼り方は？掲示物を貼る事がベスト？ 

    2)目的や条件を整理する 
    

Ⅲ，プラス要素をマイナスに変えないために（参考資料１〜３別紙） 

    1)余計な情報を除く 

○ゆがみや破れが示すもの 

○粘着テープの意外な存在感 

  2)視覚情報を整理する 
○色彩を使った整理方法 

 ・ 多色は騒色 

・ 色の性質 

・ 色は形や面積を変えても同じ情報を伝える 

・ 濃淡で整理する 

    ○人の目線を考える 

・ 見やすい位置/量 

・ 情報に順序をつける 

 

Ⅳ、プラスをプラスに、マイナスをプラスに 
1) 掲示物で引きつける 
2) 掲示物で人を誘う流れを作る 

 








